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全国高等学校ビブリオバトル
　2回目となる今大会は昨年7月から、10のブロック大会（活字文化推進会議主催）に
加え、21の都府県で予選を兼ねた大会が行われてきた。都府県大会の主体は教育委員
会、高等学校文化連盟、地元大学など。校内でビブリオバトルに取り組む学校が増え
ているほか、地元での予選会に参加できるようになったことで、参加校は昨年の240
校から650校に増えた。各大会で優勝あるいは上位入賞した36人は、決勝大会で６グ
ループに分かれて予選に臨み、各グループのチャンプ本獲得者が決勝にコマを進めた。
　次回3回目の決勝大会は2017年1月8日（日）に、東京都千代田区のよみうり大手町ホー
ルで開催する予定。県単位で予選会を開催していない県からも「決勝大会へ代表を送
り出すにはどうすればいいのか」などの問い合わせが寄せられている。
　予選などに関する問い合わせは、活字文化推進会議事務局（☎03・3217・1486、
平日の午前10時～午後5時）、メールでの問い合わせは、bib@yomiuri.com へ。

　

決
勝
大
会
に
先
立
ち
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
、
読
書
の
意
義
な
ど
に
つ
い

て
考
え
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
明
治
大

学
教
授
の
斎
藤
孝た

か
しさ

ん
、
直
木
賞
作
家
辻つ

じ

村む
ら

深み

月づ
き

さ
ん
、
お
笑
い
コ
ン
ビ

「
笑
い
飯
」
の
哲
夫
さ
ん
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
普
及
委
員
会
代
表
の
岡
野

裕
行
さ
ん
。（
司
会
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
近
藤
麻
智
子
さ
ん
）

―
日
頃
か
ら
読
書
の
大
切
さ
を
力

説
さ
れ
て
い
る
斎
藤
さ
ん
は
、
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

感
想
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

斎
藤　
読
書
は
静
か
な
内
面
的
な
行

為
で
す
が
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
外

に
向
か
っ
て
表
現
す
る
こ
と
で
本
に

対
す
る
自
分
自
身
の
理
解
を
深
め
て

い
く
。
同
時
に
発
表
を
聞
い
た
人
が

読
み
た
く
な
る
と
い
う
連
鎖
が
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

岡
野　
連
鎖
と
い
う
の

は
本
質
を
突
く
キ
ー

ワ
ー
ド
で
す
。
私
た
ち
普
及
委
員
会

は
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
創
る
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

さ
い
。

斎
藤　
中
２
の
時
に
読
ん
だ
勝
海
舟

の
『
氷
川
清
話
』
で
し
ょ
う
か
。
１

年
間
持
ち
歩
い
て
、
勝
海
舟
の
言
葉

を
覚
え
て
し
ま
う
と
、
偉
大
な
先
人

が
自
分
の
中
に
住
み
込
ん
で
く
る
感

分
で
す
。
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
ひ
と

り
で
５
分
、
僕
だ
っ
た
ら
、
も
て
あ

ま
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。
ラ

ス
ト
１
分
で
だ
ん
だ
ん
吸
い
込
ま
れ

て
い
く
よ
う
な
、
ま
ば
た
き
も
忘
れ

る
よ
う
な
紹
介
の
仕
方
を
し
て
も
ら

え
る
と
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
辻
村
さ
ん
は
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
印
象
を
お
持

ち
で
し
ょ
う
か
。

辻
村　
本
を
通
じ
て
、

自
分
の
中
の
生
の
言
葉

が
引
き
出
さ
れ
て
い
く

機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
言
葉
を
組
み
立
て
な
が
ら
、
ど

う
い
う
気
持
ち
で
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ

て
い
っ
た
の
か
、
自
分
で
も
気
が
つ

か
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
か
も
し

れ
な
い
。
そ
し
て
、
あ
る
意
味
、
え

こ
ひ
い
き
し
て
い
る
よ
う
な
生
の
感

情
が
聞
け
る
こ
と
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

―
学
生
時
代
の
読
書
体
験
、
印
象

に
残
っ
た
本
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ

覚
に
な
り
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に
ド

ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
ニ
ー
チ
ェ
、
孔

子
…
…
そ
う
い
う
人
た
ち
が
自
分
の

味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。

今
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
全
盛
で
、
友
達
と
お

し
ゃ
べ
り
す
る
の
は
楽
し
い
で
し
ょ

う
が
、
友
達
と
い
う
の
は
自
分
と
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
レ
ベ
ル
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
テ
ニ
ス
の
練
習
に
例
え
る

と
、
錦
織
圭
が
待
っ
て
い
る
の
に
、

ど
う
し
て
素
人
と
打
つ
の
か
と
い
う

感
覚
に
な
る
は
ず
で
す
。

―
昨
年
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
プ
本

は
辻
村
さ
ん
の
『
冷
た
い
校
舎
の
時

は
止
ま
る
』
で
し
た
。

辻
村　
去
年
、
こ
の
大
会
が
終
わ
っ

た
後
、
編
集
者
か
ら
「
辻
村
さ
ん
の

本
が
１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
よ
」
と

聞
い
て
も
の
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で

す
。『
冷
た
い
校
舎
の
…
…
』
は
高

校
３
年
生
の
時
、
受
験
勉
強
が
嫌
で

た
ま
ら
な
く
、
逃
げ
込
む
よ
う
に
し

て
書
い
た
作
品
で
す
。
実
際
に
10
代

の
子
が
共
感
し
て
く
れ
て
、
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
と
い
う
場
に
私
の
本
を

持
っ
て
い
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
動

し
ま
し
た
。

―
お
笑
い
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

哲
夫
さ
ん
は
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の

５
分
間
と
い
う
時
間
に
つ
い
て
ど
う

思
わ
れ
ま
す
か
。

哲
夫　
漫
才
コ
ン
テ
ス
ト
の
Ｍ
１
だ

と
、
し
ゃ
べ
る
時
間
は
ふ
た
り
で
４

辻
村　

一
冊
挙
げ
る
と
ミ
ヒ
ャ
エ

ル
・
エ
ン
デ
の
『
モ
モ
』。
時
間
泥

棒
と
戦
う
少
女
の
話
で
す
。
小
学
４

年
生
の
時
、
胸
が
す
く
よ
う
な
冒
険

活
劇
と
し
て
読
み
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
高
３
の
時
に
も
う
一
度
読
み
返

し
て
み
た
ら
、
小
学
生
の
時
に
読
ん

で
い
た
感
覚
と
は
全
く
変
わ
っ
て
い

た
ん
で
す
ね
。
な
ぜ
か
時
間
泥
棒
が

す
ご
く
い
と
お
し
く
な
り
ま
し
た
。

自
分
が
受
験
、
部
活
に
追
い
立
て
ら

れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
同

じ
本
で
も
、
読
む
時
の
環
境
、
状
況

に
よ
っ
て
感
じ
方
が
異
な
る
こ
と
に

気
づ
か
せ
て
く
れ
た
初
め
て
の
本
で

す
。

哲
夫　
高
校
１
年
の
時
、
友
人
に
薦

め
ら
れ
て
太
宰
治
の
『
人
間
失
格
』

を
手
に
し
た
の
が
本
格
的
に
読
み
始

め
た
き
っ
か
け
で
す
。
そ
こ
か
ら
夏

目
漱
石
、
谷
崎
潤
一
郎
と
純
文
学
に

入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
た
だ
三
島
由

紀
夫
だ
け
は
堅
苦
し
く
感
じ
ら
れ
て

敬
遠
し
て
い
た
の
で
す
が
、
20
代
に

な
っ
て
か
ら
、
な
ぜ
か
は
ま
り
ま
し

た
ね
。
本
の
読
み
方
は
年
齢
に
よ
っ

て
変
わ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
今
日
は
い
ろ
い
ろ
な
本
の
楽
し

み
方
、
読
み
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2015
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全
国
高
等
学
校
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル   

決
勝
大
会

全国高等学校ビブリオバトル2015決勝大会が1月10日、東京都千代田区のよみうり
大手町ホールで開催された。各地の予選会を勝ち抜いた36人の高校生が

「ぜひ読んでほしい」という愛読書の魅力を熱弁した。会場を埋めつくした500人の聴衆の多数決で、
「残像に口紅を」（筒井康隆著、中公文庫）を紹介した大分県立芸術緑丘高校2年、

阿部希
の ぞ み

望さんが優勝した。（決勝大会の詳報は２月中旬ごろ、読売新聞に掲載されます）

自
分
の
中
の
生
の
言
葉 

引
き
出
す
機
会

斎藤孝
明治大学文学部教授。著
書に『声に出して読みた
い日本語』など。

岡野裕行
ビブリオバトル普及委員
会代表、皇學館大学文学
部准教授。

「笑い飯」 哲夫
大学卒業後、お笑い界
へ。1月に『ブッダも笑う
仏教のはなし』を刊行。

「
本
好
き
の
本
好
き
に
よ
る
本
好
き
の
た
め
の
作
品
」

阿
部
希
望 

さ
ん

　

表
紙
は
一
見
地
味
で
す
が
、こ
の
本

に
は
、
す
ご
い
仕
掛
け
が
隠
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
作
品
に
は「
あ
」
と
い
う

文
字
が
出
て
来
ま
せ
ん
。
５
頁
目
か
ら

は「
ぱ
」と
い
う
文
字
が
出
て
来
ま
せ

ん
。
ペ
ー
ジ
が
進
む
に
つ
れ
て
使
え
る

文
字
が
減
っ
て
い
く
と
い
う
不
思
議
な

小
説
で
す
。

　

主
人
公
の
作
家
は「
何
か
面
白
い
話

が
書
き
た
い
」と
思
い
、
使
え
る
文
字

を
少
し
ず
つ
消
し
て
い
く
ん
で
す
ね
。

そ
う
な
る
と
世
界
か
ら
モ
ノ
が
ど
ん
ど

ん
減
っ
て
い
き
ま
す
。
主
人
公
の
心
情

や
ス
ト
ー
リ
ー
を
言
葉
遊
び
を
し
な
が

ら
楽
し
め
る
小
説
で
す
。

　

皆
さ
ん
、作
文
や
手
紙
を
書
き
ま
す

よ
ね
。「
～
で
す
」の「
す
」が
使
え
な

か
っ
た
ら
と
て
も
困
る
と
思
い
ま
す
。

作
者
の
筒
井
先
生
は
書
き
上
げ
る
ま
で

に
胃
潰
瘍
で
２
回
入
院
し
て
い
ま
す
。

そ
の
苦
労
が
手
に
取
る
よ
う
に
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
主
人
公
が
汗
を
か
く
シ
ー

ン
が
出
て
来
ま
す
。
で
も「
あ
」
と
い

う
文
字
を
使
え
な
い
か
ら「
汗
を
か
い

た
」と
書
け
な
い
の
で「
発
汗
し
た
」と

言
い
換
え
ま
す
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
普

段
は
使
わ
な
い
言
葉
、
難
し
い
言
い
回

し
も
い
っ
ぱ
い
出
て
来
ま
す
。
な
の
で
、

こ
の
本
を
読
む
と
国
語
辞
典
を
丸
ご

と
読
ん
だ
み
た
い
に
い
ろ
ん
な
言
葉
を

知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
で
も
難
し
い

言
葉
遊
び
だ
け
で
は
な
く
、コ
ミ
カ
ル

な
シ
ー
ン
も
出
て
来
ま
す
。
使
え
る
文

字
が
減
っ
て
い
く
と
い
う
話
だ
か
ら
、

映
画
化
や
漫
画
化
は
で
き
ま
せ
ん
。
本

好
き
の
本
好
き
に
よ
る
本
好
き
の
た

め
の
作
品
で
す
。
ラ
ス
ト
の
２
頁
に
は

「
が
」「
ん
」の
２
文
字
し
か
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。
筒
井
先
生
は
ど
う
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
ち
ゃ
ん
と
オ
チ
が
つ
い

て
い
ま
す
。
気
に
な
る
方
は
是
非
ご
一

読
く
だ
さ
い
。

大
分
県
代
表

県
立
芸
術
緑
丘
高
２
年

表彰式後、記念写
真に納まる決勝進
出者６名（前列）と
パネリストの斎藤、
辻村、哲夫の３氏
（後列右から）

 

優
　
勝

『残像に口紅を』
筒井康隆著／中公文庫）

東
京
都
代
表
・
都
立
練
馬
工
業
高
３
年

福
永
有
希
也 

さ
ん

『
君
の
膵
臓
を
た
べ
た
い
』

住
野
よ
る
著
／
双
葉
社

 

準
優
勝

  

ゲ
ス
ト
特
別
賞

四
国
代
表
・
徳
島
県
立
脇
町
高
２
年

兼
松
綾
那 

さ
ん

『
ぼ
く
ら
は
み
ん
な
生
き
て
い
る
』

坪
倉
優
介
著
／
幻
冬
舎

辻村深月
『ツナグ』で吉川英治文
学新人賞、『鍵のない夢
を見る』で直木賞受賞。
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全国大学ビブリオバトル首都決戦

最優秀賞に名古屋大の河合さん

　
「
全
国
大
学
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
２
０
１
５
首
都
決
戦
」（
活

字
文
化
推
進
会
議
主
催
、
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
普
及
委
員
会

共
催
、
読
売
新
聞
社
主
管
）
が
２
０
１
５
年
12
月
23
日
、

東
京
都
千
代
田
区
の
よ
み
う
り
大
手
町
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
。
９
１
４
人
に
よ
っ
て
争
わ
れ
た
全
国
の
地
区
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
30
人
が
出
場
。
準
決
勝
を
勝
ち
残
っ
た
５
人

が
決
勝
戦
に
臨
み
、
最
優
秀
賞
の
「
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
プ

本
」
に
、
名
古
屋
大
学
文
学
部
３
年
の
河
合
さ
や
か
さ
ん

が
紹
介
し
た
『
僕
が
20
世
紀
と
暮
し
て
い
た
頃
』（
野
田

秀
樹
著
、
中
公
文
庫
）
が
輝
い
た
。

河
合
さ
ん「
自
分
が

大
好
き
に
な
っ
た
本
を
選
ん
だ
」

　

河
合
さ
ん
が
紹
介
し
た
物
語
は
、

西
暦
２
０
３
５
年
の
年
の
暮
れ
、
80

歳
を
目
前
に
し
た
老
人
が
孫
２
人
を

相
手
に
、
今
と
な
っ
て
は
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
20
世
紀
の
事
物
に
つ
い

て
語
り
始
め
る
。
そ
ろ
ば
ん
や
ガ
リ

版
、
ち
り
紙
、
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
な

ど
を
話
題
に
、
二
つ
の
世
代
間
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
珍
問
答
が
愉
快
だ
。

　

河
合
さ
ん
は
「
読
む
人
に
よ
っ
て
、

ま
た
、
世
代
に
よ
っ
て
異
な
る
感
想

を
持
つ
は
ず
。
読
ん
で
み
て
、
他
の

人
と
語
り
合
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
、

笑
顔
で
会
場
に
語
り
か
け
た
。

　

河
合
さ
ん
は
前
回
２
０
１
４
年
決

戦
で
も
「
準
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
プ
本
」

に
輝
い
た
実
力
者
。「
前
回
は
紹
介

し
た
い
と
思
っ
た
本
を
取
り
上
げ
た

が
、
今
回
は
自
分
が
大
好
き
に
な
っ

た
本
を
選
ん
だ
。
た
く
さ
ん
の
人
が

読
み
た
い
と
思
っ
て
く
れ
た
こ
と
が

う
れ
し
い
」
と
話
し
た
。

今
成
さ
ん

「
生
き
る
意
味
、考
え
さ
せ
ら
れ
る
」�

　

今
回
の
「
準
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
プ

本
」
は
、
日
本
赤
十
字
九
州
国
際
看

護
大
看
護
学
部
２
年
の
今
成
祥
さ
ん

が
紹
介
し
た
『
あ
ん
』（
ド
リ
ア
ン

助
川
著
、
ポ
プ
ラ
文
庫
）。
ハ
ン
セ

ン
病
を
め
ぐ
る
偏
見
を
一
つ
の
テ
ー

マ
に
据
え
た
物
語
で
、
今
成
さ
ん
は

「
こ
の
本
を
読
む
と
人
生
っ
て
何
だ

ろ
う
、
生
き
る
意
味
っ
て
こ
う
い
う

こ
と
な
の
で
は
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ

る
」
と
、
観
衆
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

千
田
さ
ん

「
読
後
、旅
に
出
た
く
な
る
は
ず
」

　

ま
た
、
青
山
学
院
大
経
営
学
部
3

年
の
千
田
美
聡
さ
ん
が
紹
介
し
た

『
黒
と
茶
の
幻
想
』（
恩
田
陸
著
、
講

談
社
文
庫
）
が
特
別
賞
に
選
ば
れ

た
。
学
生
時
代
の
同
窓
生
だ
っ
た

三
十
代
後
半
の
男
女
４
人
が
Ｙ
島
の

森
へ
旅
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
過
去
を

巡
る
「
美
し
い
謎
」
を
解
き
合
う
。

千
田
さ
ん
は
「
読
み
終
わ
っ
た
後
、

無
性
に
旅
に
出
た
く
な
る
は
ず
で

す
」
と
、
作
品
の
魅
力
を
話
し
た
。

こ
の
ほ
か
の
決
勝
戦
出
場
者
と
紹
介
本

は
次
の
通
り
。

▽
甲
南
大
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス

学
部
1
年
、
山
平
伊
織
さ
ん
『
人
生
ド

ラ
ク
エ
化
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｚ

Ｏ
著
、
ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス
）

▽
聖
学
院
大
人
間
福
祉
学
部
1
年　

安

井
彩
乃
さ
ん
『
凍
り
の
く
じ
ら
』（
辻

村
深
月
著
、
講
談
社
文
庫
）

  
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
プ
本

『僕が２０世紀と暮していた頃』
野田秀樹 著／中公文庫

河
合
さ
や
か 
さ
ん

（
名
古
屋
大
文
学
部
３
年
）

  

準
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
プ
本

『あん』
ドリアン助川 著／ポプラ文庫

今
成 

祥 

さ
ん

（
日
本
赤
十
字
九
州
国
際
看
護
大
看
護
学
部
２
年
）

  

特 

別 

賞

『黒と茶の幻想』
恩田 陸 著／講談社文庫

千
田
美
聡 

さ
ん

（
青
山
学
院
大
経
営
学
部
３
年
）

河合さやかさん

作家の川上未映子さん（後列中央）、慶應義塾大教授の片山善博さん
（同右から２人目）らゲストと記念撮影する決勝進出の５人（前列）

今成 祥さん
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【主催】 読売新聞社／【後援】 文部科学省、各都道府県教
育委員会／【協賛】 JR 東日本、JR 東海、JR 西日本、 イー
ブックイニシアティブジャパン／【協力】 三菱鉛筆

文部科学大臣賞の3点の要約は、11月30日の読売新聞に
掲載されました。また、教育ネットワークのウェブサイ
ト＜ http://kyoiku.yomiuri.co.jp/ ＞でも掲載しています。
また、入賞作品の全文は3月に発行予定の「優秀作品集」

（紙書籍版）に掲載します。また、47都道府県と海外の
最優秀作品を集めた電子書籍版の作品集が3月までにイー
ブックジャパンのウェブサイト http://www.ebookjapan.
jp/ebj/special/sakubun2015.asp で配信されます。

読売新聞社賞
●小学校低学年  内田早紀（埼玉県寄居町立
寄居小 3 年）／大石美佳（鹿児島県垂水市立
松ヶ崎小 1 年）／樋口頌子（富山市立堀川小
3 年）  ●同高学年  伊東新之助（東京都・立
教小 6 年）／古泉修行（新潟大学教育学部付
属新潟小 5 年）／矢部千晴（千葉県茂原市立
豊田小 6 年）  ●中学校  川村映（東京都・女
子学院中 3 年）／瀧田小麦（札幌市・札幌聖
心女子学院中 3 年）／谷口琴音（愛知県岡崎
市立甲山中 1 年）　

JR 賞
●小学校低学年  細川李果（奈良県・奈良学
園小 3 年）  ●同高学年　井崎英里（仙台市・
仙台白百合学園小 6 年）  ●中学校　松田わこ

（富山市立堀川中 2 年）

イーブックジャパン賞
●小学校低学年  斎藤綾香（栃木県栃木市立
栃木第四小 2 年）  ●同高学年  マイヤー七海

（ドイツ・ブリューザーベルグ小 4 年）  ●中学
校  竹市琴音（京都府綾部市立東綾中 2 年）

　入選
●小学校低学年  青木誓己（山形県米沢市立
北部小 3 年）／赤間稜（山口県下関市立向井
小 2 年）／笠井美愛（新潟県佐渡市立畑野小
3 年）／辻本新（東京都・聖徳学園小 3 年）  
●同高学年  安藤詩夏（津市立西が丘小 6 年）
／久保田聖那（高知県四万十町立影野小 6 年）
／田中ひかる（熊本市立出水小 5 年）／前川
郁（岩手県宮古市立崎山小 4 年）  ●中学校  
井上実咲（宮崎市立生目台中 3 年）／神田佳
澄（長崎大学教育学部付属中 2 年）／小菅勇
太郎（マレーシア・テンビーインターナショナ
ルスクールミリ 2 年）／田中萌衣理（千葉県
いすみ市立岬中 3 年）

　

第
65
回
全
国
小
・
中
学
校
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
の
受
賞
者
が
決
ま
り
、
文

部
科
学
大
臣
賞
に
は
、
小
学
校
低
学

年
の
部
で
高
知
県
四
万
十
市
立
西
土

佐
小
２
年
石
本
る
ん
さ
ん
の
「
わ
た

し
が
え
顔
に
し
て
あ
げ
る
‼
」、
高

学
年
の
部
で
は
宮
崎
県
日
向
市
立
日

知
屋
東
小
５
年
安
田
瑶
君
の
「
農
業

体
験
で
感
し
ゃ
の
心
が
」、
そ
し
て

中
学
校
の
部
に
は
２
年
連
続
で
静
岡

サ
レ
ジ
オ
中
２
年
高
田
愛
弓
さ
ん
の

「
夢
の
跡
」
が
選
ば
れ
た
。
中
央
表

彰
式
は
12
月
５
日
、
高
円
宮
妃
久
子

さ
ま
を
お
迎
え
し
、
東
京
都
内
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
１
９
５
１
年
（
昭

和
26
年
）
か
ら
始
ま
っ
た
。
戦
後
間

も
な
い
日
本
が
文
化
の
復
興
を
進
め

る
中
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
子
供

た
ち
が
自
分
で
自
分
の
考
え
を
ま

と
め
て
文
章
に
し
て
い
く
力
を
つ

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
の
理
念
か

全国小・中学校作文コンクール
受賞者決定

文部科学省初等中等教育局の矢幅視学官から表彰状を渡される安田君

ら
始
ま
っ
た
。
今
回
は
全
国
か
ら

３
万
５
０
９
５
点
（
小
学
校
低
学
年

４
８
８
３
点
、
高
学
年
８
０
８
１

点
、
中
学
校
２
万
２
１
３
１
点
）
の

応
募
が
あ
り
、
前
年
に
比
べ
て
約

４
０
０
０
点
増
え
た
。

　

表
彰
式
で
は
中
央
審
査
委
員
の
児

童
文
学
作
家
・
石
崎
洋
司
さ
ん
が

「
今
年
は
特
に
作
文
を
教
育
の
中
で

書
く
こ
と
の
効
用
を
あ
ら
た
め
て
実

感
さ
せ
ら
れ
た
選
考
と
な
っ
た
」
と

総
括
。
文
部
科
学
大
臣
賞
の
作
品
に

つ
い
て
、
小
学
校
低
学
年
の
部
の
石

本
さ
ん
の
作
品
で
母
親
が
泣
き
出
す

場
面
を
挙
げ
、「
そ
の
場
の
感
情
を

ぶ
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
い
っ
た
ん

心
の
中
に
し
ま
い
、
後
で
思
い
出
し

て
わ
か
り
や
す
く
冷
静
に
対
処
し
て

い
る
」
と
評
し
た
。

読
み
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
書
く

　

ま
た
、
小
学
校
高
学
年
の
部
の
安

田
君
の
作
品
に
つ
い
て
は
「
書
き
出

し
の
農
業
小
学
校
と
は
何
だ
ろ
う
と

読
み
手
に
疑
問
を
抱
か
せ
、
そ
れ
を

一
つ
ひ
と
つ
解
い
て
い
く
、
読
み
手

の
気
持
ち
を
考
え
て
書
い
て
い
く
こ

と
は
大
変
重
要
な
書
き
方
だ
」
と
述

べ
た
。

　

２
年
連
続
で
文
部
科
学
大
臣
賞
に

輝
き
、
ネ
ッ
ト
な
ど
で
話
題
に
な
っ

た
高
田
さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て
も

「
単
に
題
材
が
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル

で
文
章
が
う
ま
い
だ
け
で
は
な
い
。

熱
い
関
心
を
持
ち
な
が
ら
冷
静
に
心

の
中
で
処
理
を
し
て
書
く
こ
と
の
成

長
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し

た
。

　

こ
の
後
、
石
本
さ
ん
が
受
賞
作
の

「
わ
た
し
が
え
顔
に
し
て
あ
げ
る
‼
」

を
朗
読
。

　

高
円
宮
妃
久
子
さ
ま
は
「
人
そ
れ

ぞ
れ
に
そ
の
時
書
け
る
文
章
が
あ
っ

て
、
と
て
も
大
事
な
成
長
の
記
録
だ

と
思
い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
お
言
葉

を
述
べ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
高
田
さ
ん
が
「
枚
数
や

テ
ー
マ
の
制
限
が
無
い
こ
の
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
で
私
は
思
い
の
た
け
を
す

べ
て
原
稿
用
紙
に
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

文
章
は
言
葉
で
あ
り
言
葉
は
心
で
も

あ
り
ま
す
。
文
章
を
扱
う
す
べ
て
の

仕
事
が
そ
の
心
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る

よ
う
に
、
ま
た
、
自
分
自
身
が
常
に

そ
う
あ
る
よ
う
に
い
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
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日
本
学
生
科
学
賞
の
入
賞
者
決
ま
る

　第59回日本学生科学賞（読売新聞社主
催、科学技術振興機構共催、旭化成協賛）
中央最終審査が2015年12月22、23の両
日、東京都江東区の日本科学未来館で行
われ、中学、高校それぞれで内閣総理大
臣賞など各賞が決まり、24日には同所で
秋篠宮ご夫妻をお迎えして中央表彰式が
行われた。（学生科学賞の詳報は、1月23
日の読売新聞に掲載されました）

　

内
閣
総
理
大
臣
賞
に
は
、
中
学
校

の
部
で
京
都
市
立
桃
陵
中
３
年
早
川

優
希
君
が
、
高
校
の
部
で
三
重
県
立

伊
勢
高
２
年
矢
口
太
一
君
が
輝
い
た

ほ
か
、
計
30
点
が
文
部
科
学
大
臣

賞
、
環
境
大
臣
賞
、
科
学
技
術
政
策

担
当
大
臣
賞
、
読
売
新
聞
社
賞
、
旭

化
成
賞
な
ど
に
決
ま
っ
た
。

　

同
賞
は
地
方
の
予
備
審
査
を
入
れ

る
と
約
６
万
人
の
生
徒
が
参
加
。
中

学
、
高
校
合
わ
せ
て
中
央
審
査
に

２
８
４
点
の
研
究
が
出
品
さ
れ
た
。

さ
ら
に
最
終
審
査
に
は
中
学
校
の
部

15
点
、
高
校
の
部
15
点
が
残
り
、
同

行
き
と
広
が
り
」
を
両
立
さ
せ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
団
扇
を
作
っ
た
。「
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
た
賞
を
い
た
だ
き
驚

い
て
い
る
」
と
素
直
に
喜
ぶ
。
早
川

君
は
中
学
生
の
受
賞
者
と
し
て
初
め

て
国
際
学
生
科
学
技
術
フ
ェ
ア
（
Ｉ

Ｓ
Ｅ
Ｆ
）
参
加
者
に
選
抜
さ
れ
た
。

「
と
て
も
光
栄
で
す
。
し
っ
か
り
と

英
語
を
勉
強
し
た
い
」
と
新
た
な
目

標
に
向
う
意
欲
を
見
せ
た
。

高
校
の
部
は
矢
口
君

　

高
校
の
部
の
矢
口
君
の
研
究
は
、

「
セ
ミ
の
離
陸
飛
行
〜
セ
ミ
の
後こ

う
し翅

は
な
ぜ
あ
る
の
か
〜
」。
セ
ミ
が
飛

ぶ
際
や
飛
行
す
る
と
き
に
後
ろ
羽
は

ど
う
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か

に
つ
い
て
７
年
間
観
察
し
て
き
た
研

究
の
集
大
成
だ
。
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ

メ
ラ
な
ど
を
使
っ
て
解
き
明
か
し
た

こ
の
研
究
を
基
に
「
セ
ミ
を
模
倣
し

た
小
型
飛
行
ロ
ボ
ッ
ト
」
に
関
す
る

特
許
を
出
願
し
て
い
る
。
表
彰
式
で

は
父
・
昌
義
さ
ん
の
隣
で
万
感
迫
る

思
い
で
涙
を
見
せ
な
が
ら
自
分
の
名

前
が
最
後
に
呼
ば
れ
る
瞬
間
を
待
っ

て
い
た
。「
中
学
２
年
生
の
こ
ろ
か

ら
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

学
生
科
学
賞
に
応
募
し
て
き
ま
し
た

が
、
内
容
が
甘
く
う
ち
の
め
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
本
当
に
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
」
と
喜
ぶ
。

　

今
年
の
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
は
米
・
ア
リ
ゾ

ナ
州
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
で
５
月
８
～
13

日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
る
。

情
報
科
学
分
野
で
文
科
大
臣
賞

　

表
彰
式
で
は
長
浜
嘉
孝
中
央
審
査

委
員
長
が
「
物
理
分
野
で
は
中
学
、

高
校
と
も
に
身
近
な
題
材
を
扱
っ
た

研
究
が
多
く
、
化
学
分
野
で
は
中
高

と
も
に
電
池
や
電
気
分
解
を
扱
っ
た

研
究
に
優
れ
た
も
の
が
見
ら
れ
た
。

高
校
生
の
部
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
被
害
を
減
少

さ
せ
る
研
究
が
情
報
技
術
分
野
で
の

文
部
科
学
大
臣
賞
の
受
賞
と
な
っ

た
」
な
ど
と
講
評
し
た
。

館
に
研
究
発
表
ブ
ー
ス
を
設
け
て
２

日
間
に
わ
た
り
、
審
査
委
員
に
研
究

内
容
を
説
明
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
賞
に
早
川
君

　

中
学
の
部
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
に

輝
い
た
早
川
君
は
「
順
風
満
帆
～
爽そ

う

を
極
め
る
～
」
と
題
し
た
研
究
。
昨

年
の
第
58
回
で
「
順
風
満
帆
～
快
を

極
め
る
～
」
で
文
部
科
学
大
臣
賞
に

輝
い
て
い
る
が
、
そ
の
研
究
を
さ
ら

に
進
め
て
、
動
植
物
の
形
を
人
工
的

な
も
の
に
応
用
し
、
団う

ち
わ扇
の
紙
質
な

ど
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
「
風
の
奥

入賞者（敬称略。共同研究は学校名のみ）�◆…国際学生科学技術フェア（ISEF）参加者

中学 高校

内閣総理大臣賞 京都市立桃陵中・早川優希◆ 三重県立伊勢高・矢口太一◆

文部科学大臣賞
八丈町立三原中（東京） 広島県立府中高◆

出雲市立第三中（島根）片岡柾人 広島学院高・西村啓佑◆

環境大臣賞 千葉市立稲毛高付属中・稲川翔子 渋谷教育学園幕張高（千葉）◆

科学技術政策
担当大臣賞 和光市立第二中（埼玉）岡野美聡 清心女子高（岡山）◆

全日本科学教育
振興委員会賞 仙台市立第一中・浅利夏希 滋賀県立米原高

読売新聞社賞 福井大付属中・坂本孝義 秋田県立秋田中央高◆

科学技術振興機構賞 新潟市立白新中・山田幸大 埼玉県立坂戸高

日本科学未来館賞 金沢市立緑中・坂本友理香 大分県立大分豊府高

旭化成賞 成田市立玉造中（千葉）安井風菜 東京都立葛西工高・久松厚介

読売理工学院賞 調布市立第八中（東京）石山翔雲 高知県立春野高

優秀賞

郡山市立郡山第六中（福島） 埼玉県立浦和一女高・岡部七子◆

ふじみ野市立大井東中（埼玉） 名古屋市立向陽高

八丈町立三原中（東京） 熊本県立熊本西高

刈谷市立朝日中（愛知） 大分県立別府鶴見丘高

学校賞 八丈町立三原中（東京）／広島大付属高

指導教諭賞 元千葉県立安房高・野曽原友行／新潟市立白新中・山内伸二

チョウの羽を参考に考案した団扇を持つ早川君（上）とセミの羽の研究が
評価された矢口君

第59回 



第46回世界児童画展 審査終了
　第46回世界児童画展（主催＝美育文化協会、後援＝読売新聞社ほか、協力＝ぺん
てる株式会社）の国内最終審査が昨年12月11日、海外審査が1月13日と14日に、読売
新聞東京本社で行われました。入賞作品の表彰式は3月28日、東京国立博物館で行わ
れ、同時に一部入賞作が展示されます。
　同児童画展は1970年、大阪で開催された万国博覧会を機にスタート。子どもたちの
感性と理性の調和がとれた成長を願って、子どもが自ら創り出す造形文化の推進支援
と国を越えて世界の人々をつなぐ国際相互理解を目的として開催されています。募集
対象は3歳から15歳までの絵、版画、デザインなど平面作品で未発表のもの。
　第46回は、日本を除く世界43の国と地域
から2万6512点、日本国内から5万989点の
応募がありました。
　入賞作品の展示会は3月の国立東京博物
館を皮切りに、来年3月まで全国を巡回して
開催されます。詳細は美育文化協会（電話：
03・5825・4801）あるいは、ウェブサイトへ。
http://www.biiku.jp/

出前授業「新聞社ならではのテクノロジー」開講
　読売新聞東京本社は昨年12月、技術総合職の技術を紹介・説明する出前授業「新
聞社ならではのテクノロジー」を開講しました。これまでは、新聞記者が取材経験に基
づいた様々な問題について語る出前授業はありましたが、技術スタッフが新聞制作
の裏側を支える技術を紹介する出前授業は初めてです。
　新聞記者が取材した情報をいかに早く「新聞」や「WEB」といった製品（商品）にして
皆様にお届けできるか。それを常に考えている「メーカー」の一面を持つのが新聞社
の技術社員です。記者が取材した現場写真や記事を、本社に送信するためのアプリ
ケーションや通信環境。それら素材を的確に構成し、新聞紙面に組み上げるための新
聞組版に特化したレイアウト機能。毎日900万部以上を短時間に印刷する技術。新聞
に掲載された記事や写真をWEBにアップ、ヤフーなど各メディアに配信する技術。新
聞社にはたくさんの技術が集結しています。その技術をご説明します。どんな仕組み
で皆様の手元にニュースが届いているか聞いてみませんか。
　対象は、小学生から大学院生までどの年代にも対応します。実施は無料。申し込み、
お問い合わせは、教育ネットワーク事務局（☎03・6739・6985）へ。

学校教材用新聞
特別定価のご案内
　読売新聞は、小・中学校や高校、大学など
が教材として 「読売新聞」や英字新聞「ジャパ
ン・ニューズ」を活用する場合、定価の半分以
下になる「学校教材用新聞特別定価」で提供
しています。 同一の日付の新聞をまとめて 10
部以上使用する場合が対象です。読売新聞の
1部売り定価は朝刊130円、夕刊50円、ジャパ
ン・ニューズ150円ですが、学校教材用新聞は
①10～30部まで
　朝刊1部40円、夕刊1部20円
　ジャパン・ニューズ1部70円
②31部目から
　朝刊1部30円、夕刊1部10円
　ジャパン・ニューズ1部50円
　 読 売 中 高 生 新 聞（毎 週 金 曜日発 行）と読
売KODOMO新聞（毎週木曜日発行）の1部
売り定 価 は、読 売 中 高 生 新 聞 2 0 0 円、読 売
KODOMO新聞150円のところ、いずれも5部
以上であれば、1部当たり中高生新聞が20円、
KODOMO新聞が15円となります。
　 お申し込 み は、 「読 売 新 聞」「ジャパン・
ニューズ」は配達希望日の2日前（土、日、祝
日を除く）までに、「読売中高生新聞」「読売
KODOMO新聞」は配達希望日の10日前まで
に、申込書に必要事項を記入し、FAXで下記
へ。申込書は読売新聞のホームページの「学
校教材用新聞」 （http://www.434381.jp/26/
school/）からダウンロードできます。
●申し込み・FAX番号は以下の通りです
■東京本社　　03-3216-8824
■大阪本社　　06-6361-2424
■西部本社　　092-715-5933

■日時　2月27日（土） 13：00～16：00
■場所　読売新聞東京本社内会議室（千代田区大手町1-7-1）
■内容　《講　　演》　「主権者教育と新聞などの資料の活用」
　　　　　　　　　　梶山正司（文部科学省初等中等教育局主任視学官）
　　　　《実践報告》　「主権者としての意識に触れる」
　　　　　　　　　　丸吉美紀(千葉市立鶴沢小学校教諭)
　　　　　　　　　　「スピーチから主権者意識を高める」
　　　　　　　　　　小谷野弘子(さいたま市立植竹中学校教諭)
　　　　　　　　　　「政策を比較して模擬投票」
　　　　　　　　　　大塚功祐(千葉県立流山おおたかの森高校教諭)
　　　　《実　　習》　「新聞から政策課題を考える」
　　　　　　　　　　鹿野川喜代美（読売新聞東京本社NIE企画デザイナー）
■ 申 し 込 み 　①氏名（ふりがな） ②年齢 ③郵便番号 ④住所  ⑤電話番号（日中連
　　　　　　　 絡可能） ⑥勤務先名称　を記入の上お申し込みください。
　　　　　　　メール：nie7717@yomiuri.com
　　　　　　　はがき：〒100-8055 読売教育ネットワーク事務局「NIEセミナー」係
　　　　　　　FAX：03-3217-8362
■ 締 め 切 り 　2月14日（必着）。申し込み多数の場合は抽選。参加いただく方には、
　　　　　　　聴講券としてはがきを送ります。セミナー当日お持ちください。
■問い合わせ　読売教育ネットワーク事務局　「NIEセミナー」係
　　　　　　　☎03・3217・1989（平日10：00～17：00）

「18歳の1票」
主権者教育セミナー

　小中高校教諭がNIE（Newspaper in Education）
実践報告を行い、選挙権年齢の引き下げに伴う問題
を考える「18歳の1票　主権者教育セミナー」（主催・
読売新聞東京本社）を開きます。
　選挙権年齢を18歳以上に引き下げる改正公職選
挙法が成立し、高校生の有権者が誕生することから、
主権者教育の充実が求められています。セミナーで
は、文部科学省の主権者教育担当者が、副教材を作
成した背景や、新聞などを活用する際の注意点、政
治的中立性などについて詳しく解説します。
　「第24回読売NIEセミナー」を兼ねており、授業で新
聞を教材として活用するNIEに詳しい小中高校教諭
が、実際の記事を用いて、選挙や社会参加について
児童生徒とともに考えた実践例を紹介します。最後
に、参加者の皆さんに、新聞を使った主権者教育を
体験していただきます。参加費は無料です。

昨年の作品から
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情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
が
進
み
、
教
育
現
場
が
変
革
を
せ
ま
ら
れ
る
中
、
デ
ジ

タ
ル
教
材
の
使
用
法
と
学
校
図
書
館
の
役
割
を
考
え
る
「
学
校
図
書
館
げ
ん
き
フ
ォ
ー

ラ
ム
＠
東
京
学
芸
大
学
」
が
２
０
１
５
年
11
月
21
日
、
東
京
学
芸
大
学
（
東
京
都
小

金
井
市
）
で
開
か
れ
た
。
文
部
科
学
省
の
新
津
勝
二
・
情
報
教
育
振
興
室
長
が
「
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
デ
ジ
タ
ル
教
材
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
ほ
か
、
学
校

図
書
館
関
係
者
ら
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
出
版
・
教
育
産
業
関

係
者
ら
の
ブ
ー
ス
展
示
な
ど
に
も
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
。（
こ
の
記
事
の
本
文
は
、

読
売
新
聞
の
特
集
面
で
15
年
12
月
25
日
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
）

―
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

加
藤　
現
在
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は

教
材
で
、
指
導
者
用
と
学
習
者
用
が

あ
り
ま
す
。
指
導
者
用
は
教
員
が
大

画
面
に
映
し
て
使
う

も
の
で
、
学
習
者
用

は
端
末
を
子
供
が
１

人
１
台
で
使
う
も
の

で
す
。
指
導
者
用
は

製
品
化
さ
れ
何
年
も
た
っ
て
お
り
、

普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
学

習
者
用
は
こ
の
春
に
数
社
か
ら
出
た

ば
か
り
で
、
実
践
研
究
が
始
ま
っ
た

段
階
で
す
。

―
学
校
図
書
館
の
歴
史
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

福
田　

学
校
図
書
館
法
の
成
立
は

１
９
５
３
年
で
す
。
当
分
の
間
、

司
書
教
諭
を
置
か
な
く
て
も
よ
い

と
の
項
目
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

２
０
０
３
年
に
12
学
級
以
上
あ
る
学

校
は
司
書
教
諭
を
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

―
司
書
教
諭
は
あ
ま
り
機
能
し
て

い
な
い
と
聞
き
ま
す
。

福
田　
活
躍
で
き
な
い
の
は
忙
し
さ

に
原
因
が
あ
り
ま
す
。
東
京
都
荒
川

区
で
は
、
授
業
で
の
図
書
館
活
用
の

た
め
、
担
任
を
持
つ
司
書
教
諭
が
打

ち
合
わ
せ
時
間
な
ど
を
週
２
時
間
確

保
で
き
る
よ
う
に
、
講
師
手
当
を
出

し
て
人
を
補
充
す
る
モ
デ
ル
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

―
学
校
図
書
館
と
い
う
場
所
に
つ

い
て
ど
う
感
じ
ま
す
か
。

加
藤　
普
通
の
図
書
館
で
は
、
ビ
デ

オ
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
パ
ソ

コ
ン
で
検
索
し
た
り
し
ま
す
。
教
室

に
パ
ソ
コ
ン
を
置
い
て
自
由
に
使
わ

せ
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
よ
う
な
ら

ば
、
学
校
図
書
館
に
置
き
、
検
索
は

図
書
館
で
、
と
す
れ
ば
い
い
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

―
学
校
か
ら
支
給
さ
れ
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
ア
プ
リ
を
入
れ
る
際
に
、

子
供
が
事
件
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

福
田　
ア
プ
リ
の
こ
と
は
、
子
供
の

方
が
先
行
し
て
お
り
、
問
題
が
起
き

て
も
教
員
は
対
応
で
き
な
い
状
況
が

あ
り
ま
す
。
学
校
図
書
館
が
で
き
る

こ
と
は
、
ア
プ
リ
の
質
を
判
断
す
る

目
や
力
を
育
て
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
学
校
図
書
館
は
、
基
準

を
決
め
、
予
算
内
で

よ
り
良
い
本
を
選
ぶ

努
力
を
し
て
き
ま
し

た
。
子
供
に
も
そ
う

い
う
目
を
持
た
せ
た

い
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ア
プ
リ
に

つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
必
要
で
す
。

―
多
数
あ
る
中
か
ら
デ
ジ
タ
ル
教

材
を
選
ぶ
場
合
、
図
書
館
で
用
い
ら

れ
て
い
る
分
類
や
件
名
を
生
か
せ
る

と
思
い
ま
す
が
、
検
索
に
つ
い
て
ど

う
思
い
ま
す
か
。

加
藤　

パ
ソ
コ
ン
の
検
索
は
キ
ー

ワ
ー
ド
検
索
が
主
流
で
す
が
、
キ
ー

ワ
ー
ド
検
索
だ
け
で
は
適
切
な
教
材

を
見
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
で

し
ょ
う
。
何
ら
か
の
分
類
を
し
て
、

教
員
が
見
つ
け
や
す
い
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

教材活用法アドバイス

学芸大に
来年度センターを設立　

　東京学芸大学の藤井健志副学長＝写真＝は
フォーラムの最後に、2016年度に学内に設立す
る予定の「デジタル教材評価センター（仮称）」に
ついて説明した。

　様々なデジタル教材が作られている中、学校現場にはどれを選び、ど
のように使ったらいいのか分からないといった戸惑いがあるといい、同大
は12年から「デジ読評価プロジェクト」を立ち上げ、デジタル教材の評
価方法、研修方法などを検討してきた。
　センターではこれを踏まえ、学校図書館関係者や司書教諭の協力を
受けながら、教材の評価・選択基準を設ける。授業作りを念頭に置いて
デジタル教材を評価するとともに、使用法を指南したり、ICT活用をサ
ポートしたりする。藤井副学長は「デジタル教材などで問題があれば、相
談に応じられるようなセンターにしたい」と構想を話した。

加藤直樹氏 東京学芸大学
教育実践研究支援センター准教授

司会・前田稔氏
東京学芸大学准教授

福田孝子氏  埼玉県三郷市
教育委員会 読書活動支援員

デ
ジ
タ
ル
教
育
の
案
内
役
に

学校図書館げんきフォーラム
＠東京学芸大学

―
東
京
学
芸
大
学
で
は
、
質
の
評

価
、
評
価
さ
れ
た
も
の
の
分
類
と

い
っ
た
作
業
、
さ
ら
に
研
修
す
る
と

い
う
目
的
で
、「
デ
ジ
読
評
価
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

成
果
に
期
待
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

文部科学省
情報教育振興室長　

新津 勝二 氏
にいつ・かつじ

1989年入省。初等中等教育局教
科書課課長補佐、同局教育課程
課課長補佐、筑波大東京キャンパ
ス事務部長などを経て現職。

　中央教育審議会教育課程企画特別部会は 2015 年 8 月
26日に、学習指導要領改定の方向性を論点整理の形で報
告しました。その中で、情報通信技術（ICT）が急速に発展
する中、ICT 技術を理解し使いこなせる科学的素養をすべ
ての子供に育んでいくことが重要であるとされています。
　学習指導要領改定のポイントは、新しい時代に必要な
資質・能力を、①個別の知識・技能、②思考力・判断力・
表現力、③人間性や主体的に学ぶ力―の三つの柱に整
理して、「何を学ぶか」だけでなく「どのように学ぶか」と
いうことで、アクティブ・ラーニングの視点からの授業改
善にも重点が置かれていることです。学習評価充実の観
点から、カリキュラム・マネジメントもキーワードとして
取り上げられています。蓄積された知識を礎としながら、
膨大な情報から何が重要かを主体的に判断し、自ら問い
を立ててその解決を目指し、他者と協働しながら新たな
価値を生み出すことが求められており、まさにこの部分が
アクティブ・ラーニングであり、情報活用能力の育成にも
つながるのではないかと思います。

　カリキュラム・マネジメントの実現やアクティブ・ラー
ニングの視点に立った学びを推進するため、教職員定数
の拡充とともに、ICT も含めたインフラ環境の整備を図る
ことも重要であると明記されており、これには、学校図書
館及び蔵書の充実も入ります。
　同年 9 月15日には高大接続システム改革会議から中間
まとめが出されました。受け身の教育から能動的な学習
への質的転換を目的として、小学校から大学教育までの
一貫した接続のために、二つの新テストが検討されてい
ます。一つは、「高等学校基礎学力テスト（仮称）」、もう
一つがセンター試験に代わる「大学入学希望者学力評価
テスト（仮称）」です。この改革により、小学校から大学ま
で、また、高校卒業後に専門学校に進んだり、就職したり
する人も含めて、知識・技能だけではなく、思考力、判断
力、表現力、そして主体性、協働性、人間性を身につける
ことができます。
　教育の情報化は、三つの側面を通じて教育の質を向上
することを目的としています。一つ目は ICT 化が進む社会
への対応力を育成するため、情報活用能力を全ての児童
生徒にバランス良く身につけさせること、次に教科指導に
おける ICT の活用により、分かりやすく深まる授業を実現
すること、最後に、先生の負担を軽減するため、校務の情
報化を進めることです。しかし、学校の ICT 環境整備は自
治体間での格差が大きな課題となっています。
　教育改革の大きな方向性を踏まえると、ICT 環境整備と
教員の ICT 活用指導力の向上、子どもの世界を広げる窓
としての学校図書館の役割は重要性が高まっています。
各自治体と設置者は、教育の情報化と学校図書館の充実
を加速する必要があると思います。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
促
進
を
基
調
講
演
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海
外
で
学
ぶ・リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
⑬

米
エ
ー
ル
大
学「
エ
ー
ル
で
学
べ
る
大
事
な
こ
と
」

本
に
い
た
と
き
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
気

に
か
け
て
い
な
か
っ
た
政
治
問
題
へ

の
関
心
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
だ
。

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
会
話
の
テ
ー
マ
が

し
ば
し
ば
政
治
に
な
る
し
、
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
は
ビ
ル
と
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ

ン
ト
ン
夫
妻
な
ど
多
く
の
政
治
家
を

輩
出
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

エ
ー
ル
で
の
最
初
の
１
年
を
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
や
日
本
に
お
け
る
女
性
の

社
会
進
出
な
ど
の
、
政
治
に
関
す
る

問
題
に
つ
い
て
話
し
て
過
ご
し
た
経

験
を
通
し
、
卒
業
後
は
政
治
家
と
技

術
者
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
改
善
す
る
た
め
に
、
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
分
野
に
進
み
た
い
、

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

２
年
目
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
科
学

科
に
進
む
こ
と
に
し
た
。

　

く
つ
ろ
い
で
い
て
、
気
取
ら
な
い
、

エ
ー
ル
の
学
生
に
は
そ
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
る
と
思
う
。
寮
で
の
深
夜
の

会
話
で
、
死
刑
廃
止
問
題
と
い
っ
た

社
会
問
題
の
話
が
、
例
え
ば
好
き
な

女
優
の
話
な
ど
、
個
人
的
な
つ
ま
ら

な
い
話
と
ご
っ
ち
ゃ
に
な
る
こ
と
も

あ
る
。

　

僕
が
エ
ー
ル
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ヘ
イ

ブ
ン
の
街
を
歩
い
て
い
る
時
、
数
名

の
エ
ー
ル
生
が
、
道
に
座
り
込
ん
で

い
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
の
前
で
立
ち

止
ま
っ
て
、
世
間
話
を
し
て
い
る
姿

を
見
た
こ
と
も
あ
る
。
友
人
の
一
人

が
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
一
人
の
誕
生
日

祝
い
へ
と
僕
を
招
い
て
く
れ
た
こ
と

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0002333729でお読みいただけます。

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェローシップ」の
メンバーが、海外のキャンパスライフをリレー連載します。留学フェローシップの詳細は
ウェブサイト（http://ryu-fellow.org）へ。

野島大嗣さん（左端）（本人提供）

も
あ
る
。
彼
ら
の
行
動
と
誠
実
さ

は
、
自
分
の
価
値
観
に
影
響
を
与
え

て
く
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
学
生
活
は
、
図
書

館
に
こ
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

こ
と
以
上
に
、
自
分
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
る
も
の
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
僕
が
エ
ー
ル

で
学
ん
で
い
る
こ
と
の
幸
せ
を
感
じ

る
瞬
間
で
あ
る
。

（
会
報
編
集
部
抄
訳 T

he Japan 
N

ew
s 

２
０
１
５
年
８
月
14
日
）

U.S.

New York
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高
校
３
年
生
の
時
、
僕
に
と
っ
て

大
学
生
活
と
い
う
も
の
は
全
く
想
像

の
つ
か
な
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
自
分
の
人
生
に
と
っ
て
一
番
重

要
な
４
年
間
を
、
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
上
に
載
っ
て
い
る
表
面
的
な
情

報
の
み
に
頼
っ
て
選
ぶ
こ
と
に
対
し

て
非
常
に
心
配
し
て
い
た
。
エ
ー
ル

大
進
学
を
決
め
た
の
は
、
全
寮
制
で

４
年
間
を
一
緒
に
過
ご
せ
る
の
が
魅

力
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
中

高
生
時
代
は
管
弦
楽
団
に
所
属
し
て

い
た
の
で
、
大
学
の
管
弦
楽
団
も
魅

力
だ
っ
た
。

　

エ
ー
ル
で
生
活
し
て
い
て
、
気
づ

く
こ
と
の
で
き
た
重
要
な
事
は
、
日

エール大学
米コネティカット州ニューヘイブンにある1701年創立の総合大学。米北東部の名門私
立大学8校で構成されるアイビー・リーグの1校で、モットーは「光と真実」。卒業生には、
クリントン元大統領夫妻以外にも、ブッシュ元大統領、ケリー国務長官など、有力政治
家が多い。学生総数は11250人。
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